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○ 年金給付費国庫負担金                            ９兆８，５９３億円 

年金制度については、持続可能で安心できる制度を構築するため、平成２１年４月から

基礎年金国庫負担割合を２分の１とする。 
 
 
 
 
 

年金記録の管理等に対する国民の皆様の不信感を払拭するため、コンピュータの記録

と台帳等との計画的な突合せなどの対策を引き続き徹底して迅速かつ効率的に進める。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 年金国庫負担率の引き上げ      

２ 年金記録問題への対応        ２８４億円（２９８億円）

持持続続可可能能でで安安心心ででききるる年年金金制制度度のの構構築築  

年金制度については、持続可能で安心できる制度を構築するため、平成２１年４月か

ら基礎年金国庫負担割合を２分の１とする。また、年金記録の管理等に対する国民の皆

様の不信感を払拭するため、引き続き徹底して迅速かつ効率的に対策を進める。 

（参考）平成２０年度第１次補正予算により、紙台帳等の電子画像データ検索

システムの構築等に着手する。                 【204 億円】

 
また、平成２０年度第２次補正予算案において、不適正な遡及訂正処理

の可能性がある年金記録(年金受給者分約２万件)の調査等を行う。 

【11 億円】


